
林分粗密度のマップ化

樹頂点検出ツールで得られた樹頂
点の座標から、調査区域内の立木
の混み具合（林分粗密度）がほぼ
自動的に算出されます。
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標本ライン

標本ライン選択サポート

調査地内の立木配置や混み具合を考慮し
て、適切な標準地となる「標本ライン」
を選択できます。標本ラインの始点と終
点を周囲測量の杭に設定すれば、現地で
の標本ラインの位置確認もスムーズに行
えます。

特徴

操作はとても簡単です。「樹頂点検出
ツール」と連携できるので、樹頂点の座
標と周囲測量のデータを入力すれば、立
木配置図と混み具合がほぼ自動的に計算
され、それを参照しながら、標本ライン
候補を設定することができます。

標本ライン候補の設定

調査地全体の立木配置や林分粗
密度を参考にして、標本調査と
して適切な「標本ライン」を選
択することができます。

周囲測量データと樹頂点座標を入力

解析に必要なデータはふたつです（①周囲測量した測点の座標値、②区域内の樹頂点座標）
これらをアプリのシートに入力します。
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図中の黄点は立木の樹頂点 10mメッシュの林分粗密度（立木本数）

設定する「標本ライン」は、区域設
定した測量杭を目印として、標本ラ
インを選択するので、その後実施す
る”標本木調査”や”地上レーザ計測”
もやりやすくなります。

標本ラインは現地で確認して決定

候補となる標本ラインは２〜３本を選んでおきます。
最終決定は、林分状況等を現地確認して決定します。

標本ラインが決定したら、標本ラインに沿って標本木調査およびOWLによる地上レーザ計測を行います。

現地調査が終了したら「収穫調査集計レポート」アプリで、収穫調査の取りまとめを行います。

標本木調査： 樹種、品質、直径、樹高を計測 地上レーザ計測： 帯状の範囲で直径と立木位置を計測

現地調査

販売

株式会社OWL
〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町3-6 紀尾井町パークビル8F
TEL: 03-6823-7138  https://company.owl-sys.com/

販売サイト

森林３次元計測システム
https://www.owl-sys.com

開発

一般財団法人日本森林林業振興会
〒112-0004 東京都文京区後楽1-7-12 林友ビル6F
TEL:03-3816-2471 http://www.center-green.or.jp
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